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イ
ン
ト
と
な
る
海
岸
整
備
の
知
識
・
ノ
ウ
ハ

ウ
の
修
得
を
図
る
も
の
で
、
昨
年
十
月
二
九

日
～
三
一
日
の
三
日
間
、
地
方
公
共
団
体
職

員
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
中
心
に
二
四
名
が

参
加
し
て
実
施
さ
れ
た
。

減
災
の
考
え
方
を
導
入

日
本
の
海
岸
線
延
長
は
約
三
万
五
〇
〇
〇

㎞
、
こ
の
う
ち
、
防
護
工
事
の
対
象
と
な
る

海
岸
と
し
て
、
約
一
万
四
〇
〇
〇
㎞
が
海
岸

保
全
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
本
研
修
で

は
、
こ
れ
ら
を
所
管
す
る
国
土
交
通
省
水
管

理
・
国
土
保
全
局
、
同
港
湾
局
、
農
林
水
産

省
農
村
振
興
局
、
同
水
産
庁
か
ら
講
師
を
招

き
、
各
々
の
海
岸
整
備
の
現
状
や
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
幅
広
い
知
見
を
得
る
機
会
と

な
っ
た
。「
農
地
海
岸
に
は
馴
染
み
が
な
く
、

新
し
い
分
野
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」「
漁
港
海
岸
の
み
な
ら
ず
漁
場
整
備
の

内
容
な
ど
、
普
段
あ
ま
り
関
わ
ら
な
い
分
野

の
学
習
が
で
き
た
」
と
い
っ
た
受
講
者
の
声

も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大

震
災
を
踏
ま
え
、
各
省
庁
の
講
師
と
も
「
減

災
」
の
考
え
方
に
基
づ
く
対
策
の
重
要
性
を

指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
発
生
頻
度
は
極

め
て
低
い
も
の
の
、
発
生
す
れ
ば
甚
大
な
被

センター通信／建設研修 津波対策の現状と維持管理を含む今後の方向性

海岸整備のポイント

＜平成26年度新規研修＞

東
日
本
大
震
災
が
起

き
、
南
海
ト
ラ
フ
等
の
地

震
に
よ
る
大
規
模
津
波
の

発
生
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

昨
年
六
月
、
海
岸
法
が
一

部
改
正
さ
れ
た
。
平
成
十

一
年
以
来
、
十
五
年
ぶ
り

と
な
る
今
回
の
改
正
は
、

海
岸
の
防
災
・
減
災
対
策

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

海
岸
の
適
切
な
維
持
管
理

の
推
進
が
骨
子
と
な
っ
て

い
る
。

平
成
二
六
年
度
新
規
研

修
﹃
海
岸
整
備
の
ポ
イ
ン

ト
﹄
は
、
海
岸
法
の
改
正

趣
旨
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

講
義
や
グ
ル
ー
プ
討
議
を

通
じ
て
実
務
の
場
面
で
ポ

平成26年度研修『海岸整備のポイント』時間割
月　日 時　　間 教　　科　　目 講　　　　　師

10/29
（水）

8:30～ 8:45 受　付

8:45～ 9:30 開講の挨拶・オリエンテーション（含む　課題研究の進め方について）

9:30～11:00 海岸整備の現状と今後の方向性
－津波対策に関するソフト施策及び維持管理を含む－

国土交通省　水管理・国土保全局　砂防部　海岸室
室　　長　井上　智夫

11:10～12:30 海岸に関する法令と事業制度等
－粘り強い海岸保全施設の構造技術基準等－

国土交通省　水管理・国土保全局　砂防部　海岸室
課長補佐　早川　　潤

13:30～14:30 津波災害と高潮災害について 東北大学 名誉教授　首藤　伸夫

14:40～16:00 海岸保全施設の維持管理のあり方について
－海岸保全施設の維持管理マニュアル等－

国土交通省　水管理・国土保全局　砂防部　海岸室
課長補佐　野本　粋浩

16:10～17:30 海岸調査のポイント
－各地の海岸事例の見方や教訓について－

一般財団法人　土木研究センタ－
 常務理事・なぎさ総合研究所長　宇多　高明

17:35～18:00 課題研究・グループ討議

10/30
（木）

9:00～10:30 海岸工学の基礎と海岸構造物の設計の方向性
－津波に対して粘り強い海岸堤防の設計について－

国土交通省　国土技術政策総合研究所　河川研究部
 海岸研究室　室　　長　諏訪　義雄

10:40～11:30 農地海岸事業の現状と今後の方向性 農林水産省　農村振興局　整備部　防災課
課長補佐　渡邊　俊介

12:30～13:30 漁港海岸事業の現状と今後の方向性 農林水産省　水産庁　漁港漁場整備部　防災漁村課
課長補佐　米山　正樹

13:40～15:00 事例：地方自治体における津波対策の
　　　現状と課題

静岡県　交通基盤部　河川砂防局　河川企画課
課　　長　長縄　知行

15:10～16:00 港湾海岸事業の現状と今後の方向性 国土交通省　港湾局　海岸・防災課
広域連携推進官　仙﨑　達治

16:10～18:00 課題研究・グループ討議

10/31
（金）

9:00～10:30 海岸構造物の設計のポイントについて
－調査・計画から設計・積算まで－

一般社団法人　建設コンサルタンツ協会
（いであ（株）　執行役員　沿岸・海岸事業部長）
 海岸･海洋専門委員会　専門委員　加藤　憲一

一般社団法人　建設コンサルタンツ協会
（セントラルコンサルタント（株）　東京事業本部
技術第一部  環境水工グループ長）
 海岸･海洋専門委員会　専門委員　鷲田　正樹

10:40～12:00 海岸構造物の施工の手順のポイントについて
（仮設を含む）

一般社団法人　日本建設業連合会
海洋開発委員会　専門委員　
戸田建設（株）　東北支店　仙台湾南部海岸堤防復旧工事

作業所長　村上久仁伸
（現　釜石北ブロック復興ＪＶ作業所長）

13:00～15:30 課題研究・全体討議・講評

国土交通省　水管理・国土保全局
砂防部　海岸室　課長補佐　早川　　潤

一般社団法人　日本建設業連合会　海洋開発委員会　専門委員
戸田建設（株）　東北支店　仙台湾南部海岸堤防復旧工事

作業所長　村上久仁伸
（現　釜石北ブロック復興ＪＶ作業所長）

一般社団法人　建設コンサルタンツ協会
（㈱建設技術研究所　東京本社　河川部　海岸海洋室長）
 海岸 ･ 海洋専門委員会　委 員 長　原　　文宏

15:35～15:40 閉 講 式
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静岡モデルの「緑の堤防」の一つの施工事例 
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害
を
も
た
ら
す
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
（
Ｌ
２

津
波
）」
と
「
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
に
比
べ

て
発
生
頻
度
は
高
く
、
津
波
高
は
低
い
も
の

の
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
津
波
（
Ｌ
１
津

波
）」
の
二
つ
の
レ
ベ
ル
の
津
波
を
想
定
し
、

今
後
の
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
に
あ
た
っ
て

は
、
Ｌ
１
津
波
に
対
し
て
機
能
を
維
持
す
る

と
と
も
に
、
Ｌ
２
津
波
に
対
し
て
も
施
設
の

効
果
が
粘
り
強
く
発
揮
で
き
る
よ
う
な
構
造

物
の
技
術
開
発
を
進
め
、
整
備
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。

海
岸
の
適
切
な
維
持
管
理

社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
全
般
が
老
朽
化
時
代

を
迎
え
、
海
岸
保
全
施
設
に
つ
い
て
も
、
現

在
、
完
成
後
五
〇
年
以
上
を
経
過
し
て
い
る

も
の
が
約
四
割
、
二
〇
年
後
に
は
こ
れ
が
約

七
割
に
達
す
る
な
ど
急
速
な
老
朽
化
が
見
込

ま
れ
て
お
り
、
長
寿
命
化
計
画
の
作
成
等
に

よ
り
、
予
防
保
全
型
の
維
持
管
理
・
更
新
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

海
岸
の
適
切
な
維
持
管
理
の
た
め
に
は
巡

視
や
点
検
が
欠
か
せ
な
い
が
、
各
地
で
海
岸

問
題
の
技
術
支
援
を
行
っ
て
い
る
宇
多
氏
の

講
義
で
は
、
実
際
に
氏
が
関
わ
っ
た
鳥
取
県

の
皆
生
海
岸
な
ど
を
事
例
に
挙
げ
、
巡
視
の

ポ
イ
ン
ト
や
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
働
か
せ

方
な
ど
実
践
的
な
海
岸
調
査
の
コ
ツ
が
紹
介

さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、「
海
岸
の
技
術
は
座

学
で
修
得
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
実

際
に
施
設
の
変
状
を
見
て
、
そ
こ
か
ら
考
え

る
習
慣
が
大
切
」
と
指
摘
し
、「
現
地
状
況

を
認
識
す
る
手
法
に
も
う
少
し
時
間
を
か

け
、
踏
査
の
セ
ン
ス
を
磨
い
て
ほ
し
い
」
と

期
待
を
述
べ
た
。

「
静
岡
モ
デ
ル
」の
取
り
組
み

国
の
指
針
を
受
け
て
、
地
方
自
治
体
は
ど

う
対
応
し
て
い
る
の
か
。「
地
方
自
治
体
に

お
け
る
津
波
対
策
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し

た
静
岡
県
の
津
波
対
策
の
講
義
は
、
そ
の
先

進
事
例
に
あ
た
る
。
同
県
は
津
波
に
よ
り
広

範
囲
に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
想
定
さ
れ
て
お

り
、
い
ち
早
く
減
災
の
考
え
方
を
導
入
し
、

既
存
の
防
災
林
、
砂
丘
、
道
路
の
嵩
上
げ
・

補
強
等
に
よ
っ
て
沿
岸
域
の
安
全
度
を
向
上

さ
せ
る
「
静
岡
モ
デ
ル
」
の
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
る
。

浜
松
市
沿
岸
域
の
防
潮
堤
整
備
は
静
岡
モ

デ
ル
の
県
内
初
の
事
業
で
、
津
波
波
力
等
に

対
し
て
安
定
し
た
構
造
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
景
観
・
環
境
へ
の
影
響
を
最
低
限
に
抑

え
た
い
わ
ゆ
る
「
緑
の
堤
防
」
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
あ
る
〈
下
図
参
照
〉。
ま
た
、
市
民
、

地
元
企
業
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
お
り
、
こ
の
点
に
も
特
に
自
治
体
の
受

講
者
は
高
い
関
心
を
寄

せ
て
い
た
。

海
岸
技
術
者
へ
の

エ
ー
ル

そ
の
ほ
か
、
設
計
の

流
れ
、
特
に
最
適
な
保

全
工
法
を
選
択
す
る
ま

で
の
流
れ
を
理
解
す
る

「
海
岸
構
造
物
の
設
計

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
」、

仙
台
湾
の
海
岸
堤
防
災

害
復
旧
事
業
に
お
け
る

施
工
上
の
工
夫
や
苦
労

な
ど
震
災
復
興
現
場
の

生
の
声
が
聞
け
た
「
海

岸
構
造
物
の
施
工
の
手

順
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
」
と
、
設
計
・
施
工

の
技
術
に
関
す
る
講
義

も
並
ん
だ
。
そ
し
て
、
首
藤
名
誉
教
授
は
、

津
波
・
高
潮
対
策
の
一
〇
〇
年
を
テ
ー
マ
に
、

こ
の
間
の
災
害
と
海
岸
整
備
の
変
遷
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
災
害
・
防
災
に
対
す
る
過
去

か
ら
の
知
見
を
学
び
、
共
有
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
説
き
、「
わ
れ
わ
れ
は
ま
だ
地
球
の

こ
と
を
よ
く
知
ら
な
い
」
と
、こ
れ
か
ら
の

海
岸
技
術
者
に
向
け
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

課
題
研
究
発
表
と
全
体
討
議

最
終
日
に
は
課
題
研
究
の
全
体
討
議
が
行

わ
れ
た
。
課
題
研
究
は
四
班
に
分
か
れ
、
各

自
が
持
ち
寄
っ
た
所
属
現
場
の
海
岸
整
備
事

例
を
グ
ル
ー
プ
内
で
討
議
、
そ
の
中
か
ら
一

事
例
を
選
び
、
問
題
点
等
を
整
理
し
て
全
体

討
議
で
発
表
す
る
プ
レ
ゼ
ン
資
料
を
作
成
す
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課題研究の発表（上）と講師による講評
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る
と
い
う
も
の
。

各
班
の
発
表
テ
ー
マ
は
、「
敦
賀
湾
海
岸

松
原
地
区
（
気
比
の
松
原
）
に
お
け
る
海
岸

侵
食
対
策
事
業
に
つ
い
て
」（
一
班
）、「
岩

手
県
陸
前
高
田
市
に
お
け
る
砂
浜
再
生
に
つ

い
て
」（
二
班
）、「
静
岡
県
浜
松
市
五
島
海

岸
に
お
け
る
海
岸
構
造
物
の
維
持
管
理
上
の

問
題
点
」（
三
班
）、「
Ａ
県
Ｂ
浜
沿
岸
Ｃ
漁

港
海
岸
の
高
潮
対
策
に
つ
い
て
」（
四
班
）。

プ
レ
ゼ
ン
で
は
、侵
食
対
策
、維
持
管
理
、

高
潮
対
策
と
、
全
国
各
地
に
は
海
岸
を
め
ぐ

っ
て
様
々
な
課
題
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
思

い
、
そ
の
対
策
に
向
け
工
夫
を
凝
ら
し
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き

た
。
そ
し
て
全
体
討
議
の
後
、
三
名
の
講
師

に
よ
る
講
評
が
行
わ
れ
、
国
土
交
通
省
の
早

川
課
長
補
佐
か
ら
は
次
の
コ
メ
ン
ト
が
あ

り
、
三
日
間
の
研
修
を
終
え
た
。

「
皆
さ
ん
の
具
体
的
な
現
場
が
見
え
て
と

て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災

を
受
け
て
制
度
も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
国
と
し
て
は
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し

て
い
る
だ
け
で
、
例
え
ば
Ｌ
１
の
設
計
津
波

の
高
さ
が
あ
る
と
言
っ
て
も
、
そ
こ
は
、
ど

う
や
っ
て
そ
の
場
所
で
生
き
て
い
く
の
か
と

い
う
地
元
の
判
断
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

海
岸
事
業
で
守
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
こ
だ
け
正
し
い
こ
と
を
や
っ
て
も
、

全
体
最
適
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
大
事

な
の
は
全
体
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
と
し
て

ど
う
な
の
か
と
い
う
視
点
で
す
。
こ
れ
を
念

頭
に
置
い
て
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
、
一
緒
に
い
い
国
づ
く
り
が
で
き
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
」

　

異
動
に
よ
り
、
今
年
度
か
ら
海
岸
事
業
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
、
海
岸
に
つ
い
て
網
羅
的

に
学
び
た
い
と
思
い
、
本
研
修
に
参
加
し
た
。

　

国
土
交
通
省
の
方
々
の
講
義
は
、
今
後
の
海

岸
整
備
に
あ
た
っ
て
、
共
通
し
た
津
波
対
策
を

講
じ
て
い
く
姿
勢
が
示
さ
れ
た
の
で
分
か
り
や

す
か
っ
た
。
ま
た
、
水
管
理
・
国
土
保
全
局
の

み
で
は
な
く
、
港
湾
局
、
農
林
水
産
省
の
取
組

内
容
も
聞
く
こ
と
が
で
き
、
意
義
の
あ
る
講
義

だ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
第
一
線
で
研
究
・
活
躍
さ
れ
て
い

る
首
藤
先
生
や
宇
多
所
長
の
講
義
を
直
接
拝
聴

で
き
た
こ
と
は
、
今
後
の
海
岸
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
く
上
で
の
大
き
な
糧
に
な
る
と
思
う
。

　

本
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
自
ら
の
業
務
や
職

場
内
に
還
元
し
、
宇
多
所
長
が
話
さ
れ
て
い
た

よ
う
に
、「
海
が
良
く
な
る
よ
う
」
こ
れ
か
ら

の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

�

（
自
治
体
職
員
）

　

私
は
河
川
整
備
を
主
に
行
っ
て
い
る
が
、
南

海
ト
ラ
フ
等
の
大
規
模
地
震
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
中
、
今
後
、
海
岸
整
備
は
非
常
に
重

要
な
位
置
づ
け
に
な
る
と
感
じ
、
受
講
し
た
。

　

海
岸
整
備
の
知
識
に
乏
し
い
私
に
と
っ
て
、

そ
の
歴
史
や
法
改
正
の
流
れ
等
を
講
義
の
中
で

教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
非
常
に
参
考
に
な

っ
た
。
ま
た
、
実
際
に
現
場
を
歩
き
、
見
る
ポ

イ
ン
ト
を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
実
務
を
行
う
上

で
重
要
で
あ
り
、
設
計
を
行
う
際
に
生
か
し
て

い
き
た
い
。

　

今
後
の
Ｌ
１
津
波
に
対
す
る
防
潮
堤
は
、
場

所
に
よ
っ
て
非
常
に
大
き
な
構
造
物
と
な
る
た

め
、
周
辺
住
民
の
生
活
形
態
に
与
え
る
影
響
も

大
き
い
。海
岸
整
備
に
携
わ
る
技
術
者
と
し
て
、

こ
の
研
修
で
勉
強
し
た
こ
と
を
生
か
し
、
粘
り

強
く
津
波
に
対
抗
で
き
、
地
域
住
民
の
生
活
に

馴
染
む
整
備
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

�

（
コ
ン
サ
ル
社
員
）

『
海
岸
整
備
の
ポ
イ
ン
ト
』を
受
講
し
て�

（
受
講
者
の
感
想
文
を
要
約
）

☆
本
研
修
の
お
問
い
合
せ
は
、
当
セ
ン
タ
ー
研
修
局

（
〇
四
二-

三
二
四-

五
三
一
五 

）
ま
で
ど
う
ぞ
。

海
岸
事
業
に
取
り
組
む

大
き
な
糧
に

地
域
住
民
の
生
活
に
馴
染
む

海
岸
整
備
を
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